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フッサールの実在論的転回
堀栄造
現象学の祖エドムント・フッサールは、中期の主著『イデーン I』（ 1 9 1 3年）














































この『イデーン I』（ 1 9 1 3年）の「あとがき」の原文は、初めは『哲学および
現象学的研究年報』第 11巻（ 1 9 3 0年）一一『哲学および現象学的研究年報』
は、フッサールとその弟子たちを中心とする現象学派の学術機関誌であり、その第
1巻（ 1 9 1 3年）においてフッサールの『イデーン I』が掲載され、第 11巻（ 1 
9 3 0年）まで継続された。一ーにおいて公表され、『イデーン I』の英語版（ 1 9 
3 1年、 W・R・ギブソンの翻訳）に掲載されたのだが、この「あとがき」におけ
るフッサールの超越論的現象学的観念論の立場は、『イデーン I』が公刊された 19 




























（イデーンH、1 3 0 5頁）とある。その草稿のうちには、シュタイン嬢にもま








事実は、 19 1 3年に公刊された『イデーン I』のテキストが含んでいた多くの考
察がフッサールの弟子たちに対して或る種の驚きを与えたということがどのように
して起こりえたのかを明らかにする」（5）。
ここでインガルデンが述べているように、フッサールの 19 1 3年夏学期講義の
題目は、「自然と精神jであった。そして、それは、 19 1 2年から 19 1 8年へか
けてフッサールによって執筆されフッサールの死後出版されることになった『イデ

























































































































































の実在論的な現象学的解釈に対して、エディト・シュタイン（19）は、 19 1 7年
2月3日付けのロマン・インガルデン（20）宛の書簡の中で次のように述べている。
「エランのモルフェー［μoqφαL] （属性［πoiov］と個体［τrnは、おそらく具












ンガルデンもまた、すでに 19 1 6年にエランのこの論文の草稿を読んで、いたので
24 
あり、インガルデンののちの「本質の問題」という研究でもエランの研究に同意し








ここで、フッサールは、インガルデンに対して、結果的に 19 2 1年に公刊され








9 1 3年から 19 1 6年までの聞のいずれかの時期）に読み、エランの説く「個体
としての本質」に同意するとともに、強い啓発を受けたものと推察される。このエ




これまで見てきたように、フッサールは、 19 1 3年以降、弟子たちとの仮借な
い批判的議論によって啓発を受けながら「実在論的転回j を遂げた、と言える。本
論は、その事をフッサール自身の言葉に基づいて検証することにしよう。フッサー
ルは、 19 1 8年4月5日付けのロマン・インガルデン宛の書簡の中で、次のよう
25 
に語っている。




































出）としづ大問題へと究極的に突き進み、 19 1 7年8月から 9月へかけての夏期
休暇中のベルナウでの草稿の中で「個体化jの問題について執筆し（25）、 19 1 8 
年2月から 3月へかけての冬期休暇中のベルナウでの草稿の中でも「個体化」の問
題について執筆する（26）ことになるのである。
フッサールは、引用箇所中で、「私は、『イデーン I』（ 1 9 1 3年）にずっと先立
って、その当時、決定的洞察へ突き進んで、いた。－ー・・・本質真理と事実真理との聞の
根本的差異の根拠を明らかにした。」と述べているが、本質真理と事実真理との聞の
根本的差異の根拠を明らかにしたのは、『イデーン I』（ 1 9 1 3年）よりずっと以
前であるとしても、フッサールが『イデーンE』（ 1 9 1 2年から 19 1 8年へかけ
て執筆された草稿）において実際に「自然と精神Jという実在を主題化する際に実






以上のように、本論は、第一に、『イデーン I』（ 1 9 1 3年）におけるフッサー
ルの現象学的観念論は、『イデーンH』（ 1 9 1 2年から 19 1 8年へかけて執筆さ
れた草稿）においては「自然と精神j という実荘を主題とする実在論的傾向を帯び
た叙述へと「実在論的転回」を遂げる、ということを指摘した。











本論は、第五に、フッサールが『イデーンE』（ 1 9 1 2年から 19 1 8年へかけ
て執筆された草稿）において実際に「自然と精神Jという実在を主題化する際に実
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